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【諸言】フォトリフラクティブ効果（PR効果）を示す複合ポリマーデバイス(PRポリマー)は、医

療向けセンサーをはじめとする近赤外・超音波センサーとしての応用が期待されている。PRポリ

マーでは、光吸収に伴うキャリアの生成過程、およびその輸送、トラップを介した空間電界の形

成過程が重要となる[1]。これまで、キャリア生成を担う感光剤はフラーレン誘導体が多用されて

きたが、吸収感度は主に可視域に限定されるため、近赤外域により大きな吸収感度を有する新た

な感光剤の開発が期待されている。近年太陽電池材料として注目される有機-無機ハイブリッドペ

ロブスカイト(PVK)は、構成材料の種類および比率によって吸収波長の調整が可能であり、加えて

小さな束縛エネルギーに由来してキャリア分離効率が高い特徴を持つ[2]。そのため、有望な感光

剤となりうるが、これまで PR ポリマーに用いた例はない。そこで本研究では、PVK 材料である

MAPbI3粒子を PRポリマーへ応用できる可能性を探るために、MAPbI3粒子を感光剤とした PRポ

リマーを作製し、その基礎特性について検討した。 

【実験】PTAA-2Me(50)/7-DCST(20)/TTA(18)/BBP(12) (wt%)の混合溶液を調整し、MAPbI3の前駆体

溶液を加えた後、一晩撹拌した。混合溶液をガラス上に

滴下後、真空乾燥し PR ポリマーシートを得た。本方法

では、乾燥工程において MAPbI3粒子が PR ポリマー中

に in-situで形成される。比較対象として PCBMを感光剤

とした PRポリマー、および感光剤を導入しない PRポリ

マーを作製し、光電流測定および非縮退 4 光波混合

(DFWM)測定を行った。 

【結果及び考察】図 1に光電流特性を示す。PVK粒子お

よび PCBMを導入した PRポリマーでは、大きなピーク

電流が観測された。図 2 に DFWM の測定結果を示す。

書き込み光照射後、回折光強度が時間と共に増大してい

くことがわかる。これは PR ポリマー中で形成される空

間電界の時間発展に従い PR 格子が誘起されたことを示

している。また、時定数解析の結果、応答速度(1/f)はほ

ぼ同等で、それぞれ 239 s-1 (PVK)、213 s-1 (PCBM)と見積

もられた。これらの結果から、PVK粒子が感光剤として

機能し、PCBMと同等の特性を示すことがわかった。 
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Fig. 1 Measured photocurrent of PR polymers 

 

Fig. 2 DFWM results of PR polymers 
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